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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに嵌合する第１コネクタと第２コネクタとからなるコネクタ組立体であって、
　前記第１コネクタが、
　前記第２コネクタを受容する第１の受容空間を有するハウジングと、
　前記ハウジングに支持された雌型端子と、
　前記第２コネクタを受容する第２の受容空間を前記第１の受容空間内に形成し、嵌合の
向きとは交わる向きに摺動自在に前記ハウジングに保持されて、第１の向きへの摺動によ
り前記第２コネクタを前記第１コネクタとの嵌合の向きに移動させ、該第１の向きとは逆
向きの第２の向きへの摺動により該第２コネクタを嵌合の向きとは逆向きに移動させるス
ライダとを備え、
　前記第２コネクタが、前記雌型端子と組み合う雄型端子として作用する接続パッドが形
成された回路基板を備え、
　前記スライダの内壁と前記第２コネクタの外壁に、嵌合完了時に互いに接して前記第１
コネクタと前記第２コネクタとの間のガタつきを抑制するガタつき抑制構造を有すること
を特徴とするコネクタ組立体。
【請求項２】
　前記ガタつき抑制構造が、
　前記スライダの内壁に、前記第２の受容空間内に突き出るように設けられた第１の突起
と、
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　前記第２コネクタの外壁に外向きに突き出るように設けられ、嵌合完了時に、前記第１
の突起を、前記第２の受容空間を押し広げる向きに押して、前記スライダを前記ハウジン
グ内壁に押し当てる第２の突起とからなることを特徴とする請求項１記載のコネクタ組立
体。
【請求項３】
　前記第２コネクタは、回路基板上に形成された接続パッドの形態の雄型端子を有し、
　前記第１コネクタは、前記回路基板の端部を受容するカードエッジタイプのコネクタで
あることを特徴とする請求項１又は２記載のコネクタ組立体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スライダを備えた第１コネクタとその第１コネクタに嵌合する第２コネクタ
とからなるコネクタ組立体に関する。
【背景技術】
【０００２】
嵌合に要する力の低減のための構造を備えたコネクタが知られている。例えば、特許文献
１には、嵌合力低減のためのレバーを備えたコネクタが開示されている。
図８は、レバーを備えたコネクタの一例を示した図である。
この図８に示すコネクタ１０は、レバー１１を備えている。このレバー１１は、回転軸Ｒ
を中心として、この図８に示すオープン状態と、このレバー１１をハウジング１２の上に
重ねたクローズ状態との間で、矢印Ｏ－Ｃ方向に回動する。このコネクタ１０に相手コネ
クタ２０を嵌合させるにあたっては、レバー１１をこの図８に示すオープン状態とし、こ
のコネクタ１０に相手コネクタ２０を嵌合の向きに挿入する。すると、レバー１１の幅方
向両側に形成されているカム溝１１１に相手コネクタ２０の幅方向両側に形成されている
カムフォロワ２１が入り込む。そして、その状態でレバー１１の操作部１１２に力を加え
て、レバー１１を、矢印Ｃの向きに、レバー１１がハウジング１２の上に重なるクローズ
状態にまで回動させる。すると、カムフォロア２１がカム溝１１１の形状にしたがって引
き込まれ、相手コネクタ２０がコネクタ１０と嵌合する。このとき、レバー１１の回転軸
Ｒとカム溝１１１との間の距離と、回転軸Ｒとレバー１１の操作部１１２との間の距離と
の比率に応じたテコの原理が作用する。これにより、コネクタ１０にコネクタ２０を低操
作力で嵌合させることができる。レバー１１がクローズ状態にまで回動すると、コネクタ
１０のハウジング１２の幅方向両側に設けられているロック突起１３にレバー１１が係止
し、レバー１１がクローズ状態に維持される。
この図８に示したコネクタによれば、嵌合に要する力が低減される。しかし、このレバー
式の場合、レバーの追加が大型化を招くと共に、幅方向両側の２点のみで相手コネクタを
引き込むので、引き込みの際、相手コネクタの進行方向が嵌合方向からずれ、安定した接
触が得られなくなるおそれがある。
また、特許文献２には、スライダの底部に係合凸部を設け、コネクタハウジングに、その
係合凸部を挿入するガイドスリットを設けたコネクタが開示されている。この特許文献２
のコネクタによれば、スライダの位置ずれが防止される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】国際公開ＷＯ２０１５／０８６６１９号公報
【特許文献２】特開平１１－２１４０７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　近年、回路基板の端縁に設けられたプリント配線を、そのまま、相手コネクタとの電気
的な接続を担う接点として使う、いわゆるカードエッジタイプのコネクタが登場してきて
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いる。このカードエッジタイプのコネクタは、回路基板上に搭載された電子部品等が樹脂
で一体に封止されていて、重量があり、接点部分を含め、全体が一体的な剛体となってい
る。このため、このカードエッジタイプのコネクタと、このコネクタが嵌合している相手
コネクタとの間が振動等によりガタつくと、接点が擦れて損傷し、接触不良となるおそれ
がある。相手コネクタが、低嵌合力を実現するためにスライダを採用したコネクタの場合
、カードエッジタイプのコネクタと相手コネクタのハウジングとの間にスライダが介在す
る。そして、そのスライダは、円滑な摺動のために、ハウジングとの間に隙間を持たせて
いる。このため、嵌合状態にあるコネクタどうしの間でガタつきが発生するおそれがある
。カードエッジタイプのコネクタの場合、このガタつきにより、電気的性能への悪影響が
大きく現れるおそれがある。ただし、このガタつきの影響は、カードエッジタイプのコネ
クタに限らず、スライダを用いて低嵌合力を実現する場合に共通に生じる問題である。
【０００５】
　本発明は、上記事情に鑑み、スライダを採用し、かつ、コネクタどうしのガタつきを抑
制したコネクタ組立体を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を達成する本発明のコネクタ組立体は、互いに嵌合する第１コネクタと第２コネ
クタとからなるコネクタ組立体であって、
第１コネクタが、
第２コネクタを受容する第１の受容空間を有するハウジングと、
ハウジングに支持された雌型端子と、
第２コネクタを受容する第２の受容空間を第１の受容空間内に形成し、嵌合の向きとは交
わる向きに摺動自在にハウジングに保持されて、第１の向きへの摺動により第２コネクタ
を第１コネクタとの嵌合の向きに移動させ、第１の向きとは逆向きの第２の向きへの摺動
により第２コネクタを嵌合の向きとは逆向きに移動させるスライダとを備え、
第２コネクタが、上記雌型端子と組み合う雄型端子として作用する接続パッドが形成され
た回路基板を備え、
スライダの内壁と第２コネクタの外壁に、嵌合完了時に互いに接して第１コネクタと第２
コネクタとの間のガタつきを抑制するガタつき抑制構造を有することを特徴とする。
                                                                                
【０００７】
　本発明のコネクタ組立体は、スライダの内壁と第２コネクタの外壁に、嵌合完了時に互
いに接して第１コネクタと第２コネクタとの間のガタつきを抑制するガタつき抑制構造を
有する。このため、嵌合途中ではスライダの円滑な摺動が確保され、かつ、嵌合完了時に
は、コネクタ間のガタつきが抑制される。
【０００８】
　ここで、本発明のコネクタ組立体において、上記ガタつき抑制構造が、
　スライダの内壁に、上記第２の受容空間内に突き出るように設けられた第１の突起と、
　第２コネクタの外壁に外向きに突き出るように設けられ、嵌合完了時に、上記第１の突
起を、第２の受容空間を押し広げる向きに押して、スライダをハウジング内壁に押し当て
る第２の突起とからなることが好ましい。
【０００９】
　上記の第１の突起と第２の突起とを設けると、簡易な構造でガタつきを確実に抑制する
ことができる。
【００１０】
　また、本発明のコネクタ組立体において、
　上記第２コネクタは、回路基板上に形成された接続パッドの形態の雄型端子を有し、
　上記第１コネクタは、その回路基板の端部を受容するカードエッジタイプのコネクタで
あることが好ましい。
【００１１】
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　本発明は、カードエッジタイプのコネクタとその相手コネクタとからなるコネクタ組立
体に対し、好適である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明のコネクタ組立体によれば、スライダを採用しながら、コネクタどうしのガタつ
きを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態としてのコネクタ組立体の、嵌合前の状態の斜視図である。
【図２】本発明の一実施形態としてのコネクタ組立体の、半嵌合状態の斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態としてのコネクタ組立体の、嵌合完了状態の斜視図である。
【図４】第１コネクタの背面図である。
【図５】図２に示す半嵌合状態における、図４に示す矢印Ｘ１－Ｘ１に沿う断面図である
。
【図６】図３に示す嵌合完了状態における、図４に示す矢印Ｘ２－Ｘ２に沿う断面図であ
る。
【図７】図３に示す嵌合完了状態における、図４に示す矢印Ｘ３－Ｘ３に沿う断面図であ
る。
【図８】レバーを備えたコネクタの一例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１５】
　図１～図３は、本発明の一実施形態としてのコネクタ組立体の斜視図である。ここで、
図１は、嵌合前の第１コネクタ１００と第２コネクタ２００を示している。また、図２は
、半嵌合状態を示している。さらに、図３は、完全嵌合状態を示している。
【００１６】
　さらに、図４は、第１コネクタの背面図である。
【００１７】
　また、図５は、図２に示す半嵌合状態における、図４に示す矢印Ｘ１－Ｘ１に沿う断面
図である。
【００１８】
　また、図６は、図３に示す嵌合完了状態における、図４に示す矢印Ｘ２－Ｘ２に沿う断
面図である。
【００１９】
　さらに、図７は、図３に示す嵌合完了状態における、図４に示す矢印Ｘ３－Ｘ３に沿う
断面図である。
【００２０】
　図１に示すように、このコネクタ組立体１は、第１コネクタ１００と第２コネクタ２０
０とからなる。
【００２１】
　第１コネクタ１００は、ハウジング１０とスライダ２０とを有する。
【００２２】
　ハウジング１０は、第２コネクタ２００を受容する第１の受容空間１１を有する。この
第１の受容空間１１には、矢印Ｆの向きに挿入されてきた第２コネクタ２００が受容され
る。また、この第１コネクタ１００のハウジング１０には、その背面側から多数本のケー
ブル３０（図６，図７参照）が差し込まれている。そして、各ケーブル３０の芯線には、
端子３１（図６，図７参照）が圧着接続されている。また各ケーブル３０は防水部材３２
（図６，図７参照）で取り囲まれていて、ハウジング内側への水の浸入が防止されている
。
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【００２３】
　また、この第１コネクタ１００のスライダ２０は、嵌合の向き（図１に示す矢印Ｆの向
き）とは交わる、矢印Ｗ１－Ｗ２で示す幅方向に摺動自在にハウジング１０に保持されて
いる。このスライダ２０は略コ字形状に形成されていて、ハウジング１０に形成されてい
る第１の受容空間１１内に第２の受容空間２１を形成している。
【００２４】
　また、このスライダ２０には、カム溝２２が設けられている。このカム溝２２は、図１
に示されている通り、その内壁下面に２つ設けられている。また、これと同様に、スライ
ダの内壁上面にも、同様のカム溝が２つ設けられている。
【００２５】
　さらに、このスライダには、第１の係止部２３と第２の係止部２４が設けられている。
第１の係止部２３は、スライダ２０の上下に１つずつ設けられていて、矢印Ｗ１の向きに
片持ち梁形状に延び、先端に、第２の受容空間２１内に突き出た突起を有する。これら上
下２本の第１の係止部２３は、図１に示す嵌合前の状態においてハウジング１０に係止し
、スライダ２０がハウジング１０から容易に抜けてしまうことを防止している。また、第
２の係止部２４も、スライダ２０の上下に１つずつ設けられている。これら上下の第２の
係止部２４は、第１の係止部２３とは逆向きの、矢印Ｗ２の向きに片持ち梁形状に延び、
その先端に、外向きに突き出た突起を有する。これら上下２本の第２の係止部２４は、図
３に示す嵌合完了状態にあるときにハウジング１０に係止し、嵌合完了状態を維持する役
割を担っている。
【００２６】
　また、このスライダ２０の内壁には、第１の突起２５が形成されている。この第１の突
起２５は、スライダの内壁の上下面に１つずつ、第２の受容空間２１内に突き出るように
設けられている。ただし、これら上下の第１の突起２５は、矢印Ｗ１－Ｗ２で示す幅方向
について互いに異なる位置に設けられている。詳細は後述する。
【００２７】
　第２コネクタ２００は、第１コネクタ１００側の先端部に、回路基板２１０の一辺に沿
う先端部を露出させている。そして、この第２コネクタ２００は、回路基板２１０の露出
した先端部を除いた全体を、その回路基板２１０に搭載されている回路部品（不図示）と
ともに樹脂５０で覆った構造を有する。
【００２８】
　回路基板２１０の、露出した先端部には、プリント配線で形成された接続パッド２１１
が並んでいる。これらの接続パッド２１１は、第１コネクタ１００の各ケーブル３０の先
端に圧着接続されている端子３１（図６，図７参照）と電気的に接続する雄型端子である
。
【００２９】
　端子３１は、ハウジング１０内に移動可能に収容されたスペーサ４０によって回路基板
２１０に向かって押圧されることにより、接続パッド２１１に接触する。なお、スペーサ
４０は、スライダ２０の操作によって嵌合方向に移動する第２コネクタ２００に押圧され
ることにより、図６における左方に移動し、端子３１を押圧する。
【００３０】
　また、この第２コネクタ２００の樹脂５０で覆った先端部分には、上下２つずつの窪み
部５１が形成されている。この窪み部５１は、図２に示す半嵌合状態での仮係止を担って
いる。すなわち、図５に示すように、第１コネクタ１００のスペーサ４０には、図１に示
す矢印Ｒの向きに片持ち梁形状に延び内側に突き出た突起を先端に有する第３の係止部４
１が設けられている。そして、図２に示す半嵌合状態において、その第３の係止部４１の
先端の突起が第２コネクタ２００の窪み部５１に入り込み、これにより、仮係止状態とな
る。
【００３１】
　また、図１に示すように、この第２コネクタ２００の、窪み部５１よりもやや後方には
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、一周に亘って樹脂５０を取り巻いた防水部材２２０が配置されている。さらに、その後
方には、外壁上面から外向きに突き出た２つのボス５２が設けられている。これらのボス
５２は、外壁上面のみでなく、第２コネクタ２００の外壁下面にも同様に設けられている
。第２コネクタ２００の外壁下面に設けられている２つのボス５２は、スライダ２０の内
壁下面に設けられている２つのカム溝２２にそれぞれ入り込む。また、これと同様に、第
２コネクタ２００の外壁上面に設けられている２つのボス５２は、スライダ２０の内壁上
面に設けられている２つのカム溝２２にそれぞれ入り込む（図６，図７参照）。このよう
に、各カム溝２２に各ボス５２を入り込ませて、スライダ２０を矢印Ｗ１で示す第１の向
きに摺動させる。すると、第２コネクタ２００が、図２、さらに図３に示すように、カム
溝２２の形状に合わせて第１コネクタ１００内に引き込まれる。また、第１コネクタ１０
０と第２コネクタ２００が、図３に示す嵌合完了状態にあるときに、スライダ２０を矢印
Ｗ２で示す第２の向きに引き出すと、第２コネクタ２００は、矢印Ｆで示す嵌合の向きと
は逆向きの、矢印Ｒの向きに押し出される。
【００３２】
　また、この第２コネクタ２００には、外壁上面の２つのボス５２のうちの、図１の左側
のボス５２ａに隣接した位置に、外向きに突き出た第２の突起５３が形成されている。こ
の第２の突起５３は、第２のコネクタ２００の外壁上面だけでなく、外壁下面にも設けら
れている。ただし、この外壁下面にも設けられている第２の突起５３は、外壁上面の第２
の突起５３の真下には設けられていない。第２のコネクタ２００を、この図１に示す姿勢
から上下逆向きの姿勢にしたとする。外壁下面に設けられている第２の突起は、上下逆向
きの姿勢にしたときに、外壁下面の第２の突起がこの図１に示す外壁上面の第２の突起５
３と同じ位置となる位置に設けられている。すなわち、外壁下面の第２の突起５３は、こ
の第２コネクタ２００を上下方向に透視したときに、この図１において隣接した位置に第
２の突起が設けられていない右側のボス５２ｂに隣接した位置に設けられている。さらに
、第２コネクタ２００の外壁下面に設けられている第２の突起は、図３に示す嵌合完了状
態において、スライダ２０の内壁下面に設けられている第１の突起２５の上に乗り上げる
位置に設けられている。また、これと同様に、スライダ２０の内壁上面にも第１の突起が
設けられている。そして、その内壁上面の第１の突起は、図３に示す嵌合完了状態におい
て、第２コネクタ２００の外壁上面に設けられている第２の突起５３と上下に重なる位置
に設けられている。すなわち、嵌合完了状態においては、スライダ２０に設けられている
第１の突起２５が、第２コネクタ２００に設けられている第２の突起５３によって、第２
の受容空間２１を上下に押し広げる向きに押されることになる。
【００３３】
　図６には、スライダ２０の内壁下面に設けられている第１の突起２５と、第２コネクタ
２００の外壁下面に設けられている第２の突起５３が上下に重なった状態が示されている
。第１の突起２５および第２の突起５３が設けられている位置は、下面と上面とで異なっ
ているため、この図６には、上面側の第１の突起２５および第２の突起は示されていない
。
　なお、第２コネクタ２００は、第１の突起２５及び第２の突起５３が重なった位置から
離れた位置、例えば防水部材２００近傍においてもスライダ２０により保持されている。
この構造も、第２コネクタ２００とスライダ２０との間のガタつき抑制に寄与する。
【００３４】
　図７には、断面の位置を上半分と下半分とで変えることにより、上下双方における、第
１の突起２５と第２の突起５３が重なった状態が示されている。
【００３５】
　このように、図３に示す嵌合完了状態では、スライダ２０に設けられている第１の突起
２２が第２コネクタ２００に設けられている第２の突起５３で押されて、スライダ２０の
上壁が上に押されるとともにスライダ２０の下壁が下に押される。これにより、スライダ
２０の外壁面がハウジング１０の内壁面に押し当てられる。このようにして、嵌合完了状
態においては、第２コネクタ２００とスライダ２０との間のガタつきのみでなく、スライ
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ダ２０とハウジング１０との間のガタつきも抑えられる。すなわち、本実施形態では、第
１の突起２５と第２の突起５３とにより、第１コネクタ１００と第２コネクタ２００との
間のガタつきを抑制するガタつき抑制構造を実現している。
【００３６】
　なお、ここでは、第２コネクタ２００としてカードエッジタイプのコネクタを示したが
、本発明は、必ずしも、カードエッジタイプのコネクタを含む必要はなく、スライダを採
用したコネクタ組立体に広く適用することができる。
【符号の説明】
【００３７】
１　　コネクタ組立体
１０　ハウジング
１１　第１の受容空間
２０　スライダ
２１　第２の受容空間
２２　カム溝
２３　第１の係止部
２４　第２の係止部
２５　第１の突起
３０　ケーブル
３１　端子
３２　防水部材
４０　スペーサ
４１　第３の係止部
５０　樹脂
５１　窪み部
５２，５２ａ，５２ｂ　ボス
５３　第２の突起
１００　第１コネクタ
２００　第２コネクタ
２１０　回路基板
２１１　接続パッド
２２０　防水部材



(8) JP 6874015 B2 2021.5.19

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(9) JP 6874015 B2 2021.5.19

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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